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３．現在までの達成度 １．研究計画の概要 
②おおむね順調に進展している． (1)研究代表者らは「ブラキシズムによる異

常な力を顎口腔系のどの部分が負担するか
によって各顎口腔疾病の発現が決定する」と
いう仮説を立て，これまでにも数々の研究や
調査を行ってきた。分かりやすく説明すると，
ブラキシズムに起因する力を歯周組織が破
壊されることで代償した場合には咬合性外
傷が生じ，歯質の部分で代償した場合には咬
耗が生じ，それらの代償が上手く行かなかっ
た場合には顎関節症や顎顔面疼痛が生じ，ま
た力の分散が上手く行ったケースでは無症
状に経過するという仮説である。 

(理由) 
調査が出来た被験者は平成 19年度は 20名

(男性 8 名,女性 12 名)であり，6 名のドロッ
プアウトが認められた．さらに平成 20 年度
に新たに 36 名の被験者（男性 14 名，女性 22
名）からの同意書，アンケート用紙調査の回
収（1 回目）を終えた．一定の被験者数を得
ることを危惧していたが，幸い一応の和のボ
ランティアを募ることが出来た．現在新たに
追加収集されたデータの集計と分析を行っ
ているものである． 
 (2) 本研究の目的はこの仮説を証明するこ

とであり，さらにブラキシズム存在下におけ
る各顎口腔疾病の枝分かれ要因の確定を目
標と定めている。各顎口腔疾病への枝分かれ
要因を確定するための前向きコホート研究
を行うものである． 

４．今後の研究の推進方策 
 平成 19および 20年度の被験者について追
跡アンケート調査を行い，得られたデータに
ついて総合的に統計学的分析を行う予定で
ある． 
 (3) 本研究はボランティアを被験者として

募り，各顎口腔疾病の危険因子（アンケート
による生活習慣，精神的ストレス状態，全身
症状，顎関節症状等の記録，術者による口腔
内の診査を行うものである．更に一年ごとに
リコールを行い，各データを採取後に統計処
理を行うものである． 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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